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飼料用とうもろこし収穫後の秋作業について

とうもろこし収穫後に行う作業に秋耕起があります。
翌春の作業効率化と生産性向上のため検討してみてはいかがでしょうか。

１．秋耕起
とうもろこし収穫後、なるべく早くプラウで実施しましょう。

耕起深は20～25cmです。
堆肥散布を行う場合は、散布直後に耕起しましょう。

２．秋耕起のメリット

○ ほ場残渣の土壌すき込みおよび雑草防除
秋の気温が下がる前にすき込むことにより、ほ場残渣の腐熟促進が図られます。

また、ほ場に残った雑草（種子）も減らすことができます。

○ 春の作業軽減が可能
秋耕起とそれによって土壌が乾くことにより、以下のような効果が期待できます。

３．排水改善対策
水はけが悪いほ場は、プラウでの耕起前に排水対策（サブソイラ）を済ませておきましょう。

耕盤層（機械の加圧による硬い層）は深さ40㎝前後に形成されていますので、サブソイラを
かける深さはこれより深くしましょう。
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【注】雪解けが遅いほ場では、春に土がぬかるみ、作業が遅れることがあります。

ほ場条件に合わせた作業を検討しましょう。

・作業機にかかる抵抗が少ない
① 機械の損耗が少ない

② 燃料消費量の減少

・スムーズな砕土、整地作業

・均一に覆土されたは種床造成

④ は種精度の向上

⑤ 土壌処理剤の効果UP

・翌春の作業が一工程減る ③ （春の）作業時間短縮


